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概要

本リリースノートには、Red Hat Application Interconnect 1.0 リリースに含まれる新機能、改良さ
れた機能、修正、および問題に関する最新情報が含まれています。
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はじめに

多様性を受け入れるオープンソースの強化

Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り
組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリ
スト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後
の複数のリリースで段階的に用語の置き換えを実施して参ります。詳細は、Red Hat CTO である Chris
Wright のメッセージ をご覧ください。

注記

この限定利用リリースは、すべてのお客様が利用できるわけではありません。
Application Interconnect の詳細は、Red Hat の営業チーム  にお問い合わせください。

はじめに
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https://www.redhat.com/en/blog/making-open-source-more-inclusive-eradicating-problematic-language
https://www.redhat.com/en/contact


第1章 新機能および変更された機能
このリリースの Red Hat Interconnect は、以前のすべてのリリースの AMQ Interconnect 2.0 と互換性
がありません。サービスの中断を防ぐには、以下のコマンドを使用して、サービスネットワーク内のす
べてのサイトを本リリースにアップグレードする必要があります。

1.1. ネットワークステータスコマンド

skupper network status コマンドを使用して、サービスネットワークの概要を表示します。

1.2. RED HAT APPLICATION INTERCONNECT ポリシーシステム

ポリシーを使用したサービスネットワークの保護 で説明されているように、ポリシーシステムを適用し
て、サービスネットワークへのアクセスを制限することができます。

1.3. HTTP2 プロトコルを使用したサービスの TLS サポート

--enable-tls オプションを使用して、バックエンド Pod と Application Interconnect ルーター Pod 間の
HTTP2 トラフィックのセキュリティーを保護します。

1.4. ゲートウェイ

Red Hat は、アップグレード前にゲートウェイをすべて削除し、アップグレードが正常に完了した後に
それらのゲートウェイを再作成することを推奨します。

今回のリリースにより、ユーザー/ホストごとに 1 つのゲートウェイのみが作成されました。以前のバー
ジョンでは、ユーザーは複数のゲートウェイを作成できましたが、これはできなくなりました。ホスト
ごとに複数のゲートウェイが必要な場合は、各ゲートウェイに対して新しいユーザーを作成します。

ポートネゴシエーションの制限

プロトコルが通信ポート (アクティブな FTP など) をネゴシエートする場合には、そのプロトコルを使
用してサービスネットワーク全体で通信できません。

1.5. 既知の問題

SKUPPER-274 - 機能がないため、FIREFOX を使用しているときに Skupper リンクサイトが
機能しない
Firefox ブラウザーを使用してサイトをリンクしようとすると、エラーが発生します。

回避策

ブラウザーを使用してサイト間のリンクを作成する場合は、Chrome ブラウザーを使用してく
ださい。

SKUPPER-171 - Skupper ポリシーが OCP3.11 で機能しない
ポリシー CRD を OpenShift バージョン 3.11 クラスターに適用することはできません。

回避策

OpenShift をバージョン 4 にアップグレードします。

$ skupper update
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https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_application_interconnect/1.0/html-single/securing_a_service_network_using_policies/
https://issues.redhat.com/browse/SKUPPER-274
https://issues.redhat.com/browse/SKUPPER-171
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